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警
備
の
異
動
　
　
　
　
　
　

　
安
政
６
年
９
月
に
、
幕
府
は

蝦
夷
地
警
備
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
仙
台
・
秋
田
・
南
部
・

津
軽
の
四
藩
に
、
会あ

い
づ津

・
庄

し
ょ
う
な
い内

の
二
藩
を
加
え
、
六
藩
に
分
与

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
９

月
に
は
、
北
蝦
夷
地
（
樺か

ら
ふ
と太

）

は
仙
台
・
会
津
・
庄
内
・
秋
田

が
当
た
る
事
に
な
り
、
初
年
の

文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
に
は

仙
台
・
庄
内
の
二
藩
が
あ
た
り
、

翌
年
を
会
津
・
秋
田
が
警
備
す

る
予
定
で
し
た
が
、
文
久
二
年

（
１
８
６
２
）
に
会
津
藩
が
京

都
守
護
職
と
な
っ
た
の
で
、
文

久
３
年
か
ら
は
、
冬
を
除
き
仙

台
・
庄
内
の
二
藩
と
仙
台
・
秋

田
の
二
藩
が
交
互
に
警
備
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
幕
末
ま

で
続
き
ま
し
た
。

警
備
の
方
法
　
　
　
　
　
　

　
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に

箱
館
奉
行
は
、
前
期
幕
領
時
代

と
同
様
に
、
在
住
の
屯
田
農
兵

を
旨
と
し
、
旗は

た
も
と本

・
家
人
の
二

男
三
男
厄や

っ
か
い介

そ
の
他
で
用
い
る

に
足
る
者
を
、
口く

ち

蝦
夷
地
（
和

人
地
に
近
い
ア
イ
ヌ
地
）
に

６
０
０
人
ほ
ど
を
入
れ
よ
う
と

上じ
ょ
う
し
ょ
書
し
た
と
こ
ろ
、
幕
府
か
ら

は
ま
ず
２
０
０
人
を
見
込
む
よ

う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
文

久
２
年
（
１
８
６
２
）
ま
で
の

出
願
者
は
１
１
６
人
に
過
ぎ
ず
、

箱
館
在
七な

な
え重

村
や
石
狩
場
所
発は

っ

寒さ
む

・
室
蘭
場
所
室
蘭
な
ど
に
部

落
を
作
り
ま
し
た
。
　
　

　
屯
田
農
兵
の
普
段
は
、
開
墾

に
勤
し
み
公
務
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
そ
の

数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
警
衛

上
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

箱
館
付
近
の
異
動
　
　
　
　

　
箱
館
の
防
備
に
つ
い
て
は
、

寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）
以
来

薬や

く

し

や

ま

あ

た

ご

師
山
愛
宕
の
麓
、
外
国
人
居

留
地
を
見
下
ろ
す
位
置
に
奉
行

所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
安
政
元
年
９
月
に
箱
館
奉
行

堀ほ
り
と
し
ひ
ろ

利
熈
は
、
地
形
上
の
防
備
の

不
適
当
と
官
吏
家
族
の
保
護
の

点
か
ら
、
奉
行
所
を
他
の
地
に

移
し
た
い
と
上
書
し
、
12
月
に

は
鍛か

じ冶
村
辺
り
が
適
当
と
申
請

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
政
３
年
（
１
８
５

６
）
５
月
に
は
、
今
後
の
防
備

の
方
策
に
つ
い
て
の
伺
書
を
提

出
し
、
そ
の
内
容
は
、
矢や

不ふ

来ら
い

・
押お

し
つ
け付

・
山や

ま
せ
ど
ま
り

背
泊
・
弁
天
岬
・

立た
ち
ま
ち待

の
五
台
場
の
現
状
と
台
場

の
新
改
築
や
、
沿
岸
の
砂
鉄
で

の
大
砲
の
鋳

ち
ゅ
う
ぞ
う造

、
津
軽
・
南
部

二
藩
に
よ
る
大
艦
の
建
造
で
津

軽
海
峡
の
守
り
と
す
る
こ
と
で
、

海
防
に
関
わ
ら
な
い
奥お

う

う羽
大
藩

に
よ
り
、
千ち

よ

が

た

い

代
岱
に
本
陣
（
後

の
五
稜
郭
）
を
置
き
、
農
兵
を

備
え
た
い
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
設
計
書
も
提
出
さ
れ
、

諸
台
場
・
奉
行
庁
土
塁
・
官
舎

な
ど
の
新
改
築
で
、
総
計
約
42

万
両
で
、
20
カ
年
継
続
事
業
と

し
、
幕
府
は
、
さ
し
あ
た
り
年

２
万
両
を
支
出
す
る
こ
と
に
し

て
、
弁
天
岬
砲
台
と
亀
田
役
所

土
塁
（
後
の
五
稜
郭
）
の
築
造

に
着
手
し
ま
し
た
。

弁
天
岬
砲
台
の
築
造
　
　
　

　
こ
れ
は
武
田
斐あ

や
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
が
西
欧

の
築
城
書
に
よ
り
設
計
し
た
も

の
で
、
安
政
３
年
11
月
に
躯
体

工
事
予
算
10
万
両
、
備
砲
予
算

４
万
両
で
着
手
し
、
弁
天
岬
の

海
面
を
埋
め
立
て
て
石
垣
を
築

き
ま
し
た
。

　
工
事
は
備び

ぜ
ん前
の
石
工
で
あ
っ

た
井
上
喜
三
郎
が
あ
た
り
、
文

久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
竣

し
ゅ
ん
こ
う工

し
ま
し
た
。
平
面
形
は
不
規
則

な
六
角
形
を
呈
し
、
大
砲
眼
を

15
設
け
、
当
時
も
っ
と
も
進
歩

し
た
堡ほ

う
る
い塁

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
稜
郭
の
築
造
　
　
　
　
　

　
五
稜
郭
は
亀
田
役
所
土
塁
の

こ
と
で
、
箱
館
奉
行
の
治
所
と

し
て
築
造
さ
れ
、
設
計
者
は
武

田
斐
三
郎
で
、
予
算
額
は
塁る

い
ご
う濠

に
９
万
８
千
両
、
役
宅
等
に
４

万
５
千
両
、
備
砲
に
４
万
両
が

見
積
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部
直

営
と
す
る
こ
と
で
総
工
費
は
約

10
万
４
千
両
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
に

着
工
し
、
慶
応
２
年
（
１
８
６

６
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
６

月
に
、
下
田
で
待
機
し
て
い
た

米
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ

リ
ス
は
、
度
重
な
る
条
約
調
印

の
延
長
に
耐
え
兼
ね
、
江
戸
湾

に
軍
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
を
乗
り
入

れ
て
幕
府
を
脅お

ど

し
た
結
果
、
幕

府
は
勅

ち
ょ
っ
き
ょ許

（
天
皇
の
許
可
）
を

得
な
い
ま
ま
、
日
米
修
好
通
商

条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
８
月
に
朝
廷
は
、
水
戸
藩
主

に
対
し
こ
の
違い

ち
ょ
く勅

調
印
を
諮し

も
ん問

す
る
勅

ち
ょ
く
じ
ょ
う

諚
（
天
皇
の
命
令
）
を

し
た
こ
と
が
幕
府
に
も
知
ら

れ
、
幕
府
は
朝
廷
と
水
戸
藩
が

反
逆
を
企
て
て
い
る
の
で
は
と

疑
い
を
か
け
る
大
問
題
と
な

り
、
こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
安

政
の
大
獄
（
反
幕
府
派
に
対
す

る
弾
圧
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
５

月
に
幕
府
は
、
神
奈
川
・
長
崎
・

箱は
こ
だ
て館

の
三
港
に
つ
い
て
、米（
ア

メ
リ
カ
）・
蘭
（
オ
ラ
ン
ダ
）・

露（
ロ
シ
ア
）・
英（
イ
ギ
リ
ス
）・

仏
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
五
国
と
の

自
由
貿
易
を
、
６
月
以
降
許
す

旨
を
布
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
開
港
後
の
警
備
状

況
と
、
施
設
の
新
設
に
つ
い
て

見
て
行
き
ま
す
。
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